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■権利について
¡ 本書に記述されている社名・製品名などは、一般に各社の商標または登録商標です。なお、
本書ではTM、©、®は割愛しています。

■本書の内容について
¡ 本書は著者・編集者が実際に操作した結果を慎重に検討し、著述・編集しています。ただし、
本書の記述内容に関わる運用結果にまつわるあらゆる損害・障害につきましては、責任を

負いませんのであらかじめご了承ください。

¡ 本書で紹介している操作の画面は、Windows 7（日本語版）とExcel2010を基本にして
います。他のOSや旧バージョンのExcelをお使いの環境では、画面のデザインが異なる場

合がございますので、あらかじめご了承ください。

¡ 本書では、Excel2007/2010はWindows 7（日本語版）、Excel2000/2002/2003
はWindows XP（日本語版）で動作を確認しています。

■サンプルについて
¡ 本書で紹介しているサンプルは、C&R研究所のホームページ（http：//www.c-r.com）か
らダウンロードすることができます。ダウンロード方法については、4ページを参照してく

ださい。

¡ サンプルデータの動作などについては、著者・編集者が慎重に確認しております。ただし、
サンプルデータの運用結果にまつわるあらゆる損害・障害につきましては、責任を負いま

せんのであらかじめご了承ください。

¡ サンプルデータの著作権は、著者及びC&R研究所が所有します。許可なく配布・販売す
ることは堅く禁止します。

●本書の内容についてのお問い合わせについて
　この度はC&R研究所の書籍をお買いあげいただきましてありがとうございます。本書の内容に関するお
問い合わせは、FAXまたは郵送で「書名」「該当するページ番号」「返信先」を必ず明記の上、次の宛先ま
でお送りください。お電話や電子メール、または本書の内容とは直接的に関係のない事柄に関するご質問
にはお答えできませんので、あらかじめご了承ください。

〒950-3122 新潟県新潟市北区西名目所4083-6　株式会社 C&R研究所　編集部
FAX 025-258-2801
「Excel関数逆引きハンドブック」サポート係



3

　Excelで計算を行う上で、どうすれば思い通りの答えを導くことができるか悩んだときには、
迷わず関数を使うことをおすすめします。Excelの関数は、指定された書式通りに数式を作成
すれば、自動的に答えを返してくれる魔法のような機能です。関数は約350種類あり、データ
を集計したり、平均値を求めるなどの簡単なものから、三角関数を利用して建物の高さを算
出したり、証券の利回りを求めるなど、本来ならば、専門知識が必要とされる分野も数多く用
意されています。

　関数を学ぶ場合、マニュアル本やヘルプ機能をそのまま暗記すれば、ある程度、利用する
ことはできるでしょう。しかし、どのケースでどの関数を使うべきか素早く判断したり、複数の関
数を組み合わせないと答えを導き出せない数式を作成するためには、それ相応の経験と応
用力が必要になることも事実です。

　そこで、本書では、長い間、Excel関数に関わってきたノウハウをまとめ、本当に役に立つ
Excel関数の実例を集めてみました。各項目は、実務ですぐに活用できる事例を紹介し、解
説を読むことで関数の内容を深く理解することができる構成になっています。

　また、各章は、関数の分野別ではなく、目的別にまとめてあるので、操作につまづいたとき
には「逆引き」で素早く目的の数式を探し出せる便利な1冊に仕上げてあります。

　本書は現在の最新バージョンであるExcel2010で新たに追加された機能・関数はもちろん、
ほとんどのサンプルはExcel2000/2002/2003/2007にも対応可能なため、より多くのExcel
ユーザーが活用できることでしょう。

　最後に、本書の執筆・制作にあたって、企画の段階から連日フォローしていただいたすべ
てのスタッフに心から感謝申し上げます。そして、読者の皆様にとって、本書がExcel関数を
利用する上で少しでもお役に立てれば、これ以上の幸せはありません。

2011年1月
C&R研究所ライティングスタッフ

篠塚 充

prologue
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本書について

　本書に記載した関数の書式は、Excel2010のヘルプを基本にしています。バージョンによっ
ては書式が異なる場合があります。書式の詳細については、ヘルプをご確認ください。

関数の書式についてs

　本書で入力している数式は、レイアウトの都合上、改行（折り返し）している箇所があります
が、実際に入力する際は、1行で入力してください。

数式の入力についてs

http：//www.c-r.com
■C&R研究所のホームページ■

URL

C&R研究所のホームページを表示し、
「データ館」をクリックします。1

　本書の表記についての注意点は、次のようになります。
本書の表記方法

　本書のサンプルデータは、C&R研究所のホームページのホームページにある「データ館」と
いうページからダウンロードすることができます。本書のサンプルを入手するには、次のように
操作します。なお、本書のサンプルを入手するには、次ページに記載してあるユーザー名とパ
スワードが必要になります。

サンプルファイルのダウンロードについて

　本書の紹介している操作画面は、Excel2010を基本にしています。他のバージョンで操作
が異なる場合は、「Hint」に記述しています。なお、場合によっては、別途、他のバージョンで
の操作方法を紹介しています。

旧バージョンでの操作方法についてs
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サンプルのダウンロードに必要な
ユーザー名とパスワード

ユーザー名 exk75
パスワード s8me5

※ ユーザー名・パスワードは、半角英数字
で入力してください。

　ダウンロード用のサンプルファイルは、Excel2007/2010用とExcel2000/2002/2003用に分け
てあります。お使いのバージョンに合わせてサンプルをダウンロードしてください。また、サンプルファイル
は、CHAPTERごとのフォルダの中に項目番号のフォルダに分かれています。サンプルはZIP形式で圧縮し
てありますので、解凍してお使いください。

※ 書名のリンクの位置は変わることが
ありますので、ご注意ください。

本書の書籍名のリンクを
クリックします2

パスワードを
入力します4

クリックします5

ユーザー名を
入力します3

リンクを右クリックし、［対象をファイルに保
存（A）］を選択してファイルを保存します6
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Excel関数について

SECTION-001 VER. 2002 2003 2007 20102000

　関数とは、値を求めるための計算式が組み込まれている数式です。通常、何らかの計算
を行う場合には、数式や計算方法を知らないと結果を求めることができません。しかし、関数
を利用すると数値やセルを指定するだけで、簡単に計算結果を求めることができるようになり
ます。

関数とは

この範囲の数値の
平均を求める

計算方法を知らないと答えを
出すことができない

「AVERAGE」関数を利用するとセル範囲を
指定するだけで答えを求めることができる
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SECTION-001 Excel関数について

　関数を使って計算結果を求めるには、各関数の書式に従い、必要な値を入力します。そ
の値を「引数」といいます。また、関数で求めた計算結果を「戻り値」といいます。

関数の仕組み

=AVERAGE（B3：B7）

平均を求める関数「AVERAGE」の
内部では、受け取った引数をもとに
「（55+75+60+81+72）÷5」と
いう計算が行われ、セルに戻り値
「68.6」が返される

関数 引数

　Excelには、約350種類の関数が用意されており、次のような種類に分類されています。な
お、Excel2000/2002/2003では、「財務」「日付/時刻」「数学/三角」関数の一部と「エンジ
ニアリング」関数は、「分析ツール」アドインを登録しないと利用することができません（51ページ
参照）。

関数の種類

関数の分類 内容
財務 利率や減価償却費などを求めて会計処理の計算を行うための関数
日付/時刻 日付や時刻に関する計算を行うための関数
数学/三角 三角関数など数学に関する計算を行うための関数
統計 絶対偏差や平均値など統計に関する計算を行うための関数
検索/行列 入力したデータの取り出しや検索などを行うための関数
データベース データベースを使用した計算を行うための関数
文字列操作 文字列を数えたり取り出したりなど文字列を操作するための関数
論理 条件に対する真偽によって答えを返すための関数
情報 入力したデータの情報を得るための関数

エンジニアリング 複素数を計算したり2進数を8進法に変換したりなど工学用途の計算を行
うための関数

キューブ Excel2007から追加された、SQL Server（Microsoft社が開発したデータ
ベースソフト）の中の多次元データベース「キューブ」を操作するための関数

　数値を引数に指定する関数の場合には、Excel2000/2002/2003では、指定できる引数の
個数は1～30個でしたが、Excel2007/2010では1～255個まで指定できるようになりました。

指定できる引数の個数s

　Excel2007/2010は、Excel2000/2002/2003と比べると、Excel自体の機能が大幅に向上
されています。そのため、関数を利用するに当たって、次のような違いがあります。

Excelのバージョンによる機能の違い

=AVERAGE（数値1,数値2,...数値30）

 'Excel2000/2002/2003の場合

=AVERAGE（数値1,数値2,...数値255）

 'Excel2007/2010の場合
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SECTION-001 Excel関数について

　関数の中に関数を入れ込んで使用することを「ネスト」といいます。関数をネストすることで、
より複雑な計算を行うことができるようになります。Excel2000/2002/2003では、ネストできる関
数は7個まででしたが、Excel2007/2010では64個まで利用できるようになりました。

ネストできる関数の個数s

=WEEKNUM（A3）-WEEKNUM（DATE（YEAR（A3）,MONTH（A3）,1））+1

関数の中に関数を入れ込んで数式を作成する

　Excel2000/2002/2003では、関数の一部に「アドイン（アプリケーションの追加機能）」を登
録しなければ利用できない種類があります（51ページ参照）。しかし、Excel2007/2010では、
アドインの登録をすることなく、最初から利用できるようになりました。

アドイン関数の登録s

　Excel2010では、新たに次のような関数が追加されました。

COLUMN Excel2010で新規に追加された関数

関数名 分類 内容
AGGREGATE 数学/三角 リストまたはデータベースの集計値を返す

NETWORKDAYS.INTL 日付/時刻
週末の曜日と日数を示すパラメータを使用
し、開始日と終了日を指定して、その期間内
の稼働日の日数を返す

WORKDAY.INTL 日付/時刻
週末の曜日と日数を示すパラメータを使用し、
開始日から起算して、指定した稼働日数だけ前
または後の日付に対応するシリアル値を返す

CHISQ.DIST 統計 累積β確率密度関数の値を返す
CHISQ.INV 統計 累積β確率密度関数の値を返す

CONFIDENCE.T 統計 スチューデントのt分布を使用して、母集団に
対する信頼区間を返す

COVARIANCE.S 統計 標本共分散を返す
EXPON.DIST 統計 指数分布関数を返す
F.DIST 統計 F分布の確率関数の値を返す
F.INV 統計 F分布の確率関数の逆関数の値を返す

MODE.MULT 統計
配列またはセル範囲として指定されたデータ
の中で、最も頻繁に出現する値（最頻値）の
垂直配列を返す

PERCENTILE.EXC 統計
配列のデータの中で、百分位で指定した順
位に当たる値（0～1の範囲で、0と1は含ま
ない）を返す

PERCENTRANK.EXC 統計 配列に含まれる値の中で、百分率に基づく順
位（0～1の範囲で、0と1は含まない）を返す

QUARTILE.EXC 統計
百分率（0より大きく1未満の範囲で、0と1
は含まない）に基づいて、配列に含まれる
データから四分位数を返す

RANK.AVG 統計 数値のリストの中で、指定した数値の序列を
返す

T.DIST 統計 スチューデントのt分布のパーセンテージを返す

T.INV 統計 スチューデントのt分布のt値を、確率の関数
と自由度で返す
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SECTION-001 Excel関数について

　Excel2010では、統計学の整合性を高めることや、関数の機能をわかりやすく表示
する目的で、次のように40個の統計関数の関数名が変更されました。なお、Excel2007
以前のバージョンとの互換性を維持するために、変更前の関数もそのまま使用すること
ができます。

COLUMN Excel2010で名前が変更された関数

変更前 変更後 内容
BETADIST BETA.DIST β分布の累積分布関数の値を返す

BETAINV BETA.INV 指定されたβ分布の累積分布関数
の逆関数の値を返す

BINOMDIST BINOM.DIST 二項分布の確率関数の値を返す
CHIDIST CHISQ.DIST.RT カイ2乗分布の片側確率の値を返す

CHIINV CHISQ.INV.RT カイ2乗分布の片側確率の逆関数
の値を返す

HITEST CHISQ.TEST カイ2乗検定を行う
CONFIDENCE CONFIDENCE.NORM 母集団に対する信頼区間を返す
COVAR COVARIANCE.P 共分散を返す

CRITBINOM BINOM.INV 累積二項分布の値が基準値以下に
なるような最小の値を返す

EXPONDIST EXPON.DIST 指数分布関数を返す
FDIST F.DIST F分布の確率関数の値を返す
FDIST F.DIST.RT F分布の確率関数の値を返す

FINV F.INV F分布の確率関数の逆関数の値を
返す

FINV F.INV.RT F分布の確率関数の逆関数の値を
返す

FTEST F.TEST F検定の結果を返す
GAMMADIST GAMMA.DIST ガンマ分布関数の値を返す

GAMMAINV GAMMA.INV ガンマ分布の累積分布関数の逆関
数の値を返す

HYPGEOMDIST HYPGEOM.DIST 超幾何分布関数の値を返す

LOGINV LOGNORM.INV 対数正規分布の累積分布関数の
逆関数の値を返す

LOGNORMDIST LOGNORM.DIST 対数正規分布の累積分布関数の値
を返す

MODE MODE.SNGL 最も頻繁に出現する値を返す

NEGBINOMDIST NEGBINOM.DIST 負の二項分布の確率関数の値を
返す

NORMDIST NORM.DIST 正規分布の累積分布関数の値を
返す

NORMINV NORM.INV 正規分布の累積分布関数の逆関
数の値を返す

NORMSDIST NORM.S.DIST 標準正規分布の累積分布関数の値
を返す

NORMSINV NORM.S.INV 標準正規分布の累積分布関数の
逆関数の値を返す

PERCENTILE PERCENTILE.INC 配列のデータの中で、百分位で率
に位置する値を返す

PERCENTRANK PERCENTRANK.INC 配列内での値の順位を百分率で表
した値を返す
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SECTION-001 Excel関数について

変更前 変更後 内容
POISSON POISSON.DIST ポアソン分布の値を返す

QUARTILE QUARTILE.INC 配列に含まれるデータから四分位数
を抽出する

RANK RANK.AVG 数値のリストの中で、指定した数値
の序列を返す

RANK RANK.EQ 数値のリストの中で、指定した数値
の序列を返す

STDEV STDEV.S
引数を正規母集団の標本とみなし、
標本に基づいて母集団の標準偏差
の推定値を返す

STDEVP STDEV.P 引数を母集団全体とみなし、母集団
の標準偏差を返す

TDIST T.DIST.RT スチューデントのt分布の値を返す

TINV T.INV.2T スチューデントのt分布の逆関数の値
を返す

TTEST T.TEST スチューデントのt検定に関連する確
率を返す

VAR VAR.S
引数を正規母集団の標本とみなし、
標本に基づいて母集団の分散の推
定値（不偏分散）を返す

VARP VAR.P 引数を母集団全体とみなし、母集団
の分散（標本分散）を返す

WEIBULL WEIBULL.DIST ワイブル分布の値を返す
ZTEST Z.TEST z検定の片側確率の値を返す
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セルに関数を入力する

SECTION-002 VER. 2002 2003 2007 20102000

　利用する関数の名前や書式があいまいな場合には、「関数の挿入」機能を利用します。
「関数の挿入」ではダイアログボックスを使って、入力欄に引数を指定する方法で関数の数
式を入力することができます。

（関数の挿入）を利用する

関数の挿入1

（関数の挿入）をクリック2

計算結果を求めるセルを
選択する1

関数の選択2

関数の分類を
選択する1

目的の関数を
選択する2

［関数の分類（C）］から「最近使用した関数」を選択すると、数式に利用したことのある関数が最近使
用した順に表示されます。また、「すべて表示」を選択するとすべての関数がアルファベッド順に表
示されます。

H I N T

Excel2000ではツールバーの （関数貼り付け）をクリックします。
H I N T

ク
リ
ッ
ク

3
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SECTION-002 セルに関数を入力する

引数の指定3

引数の入力欄に
値を指定する1

クリック2

結果の確認

数式が作成され、
値が求められた

引数に指定するセル範囲が予測できる場合には、自動的に入力されていることがあります。
H I N T
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SECTION-002 セルに関数を入力する

　利用する関数や書式がわかっている場合には、セルに直接、関数を使った数式を入力す
ることができます。なお、本書では、この方法を利用して数式を入力しています。

関数の書式を直接、入力する

数式の入力1

計算結果を求めるセルを
クリックする1

「=」と関数名と「（」を入力し、書式に対応する引数を
入力して「）」を入力し、 キーを押す2

結果の確認

数式で値が
求められた

Excel2002/2003/2007/2010では、「=」と関数名と「（」を入力した後に、 + キーを
押すと、指定した関数の「関数の引数」ダイアログボックスを表示することができます。

H I N T

　「関数の挿入」ダイアログボックスを利用すると便利ですが、複数の関数をネストした
り、長い数式を入力する場合には不向きです。また、直接入力する方法でないと実現
できない複雑な数式もあるため、操作に慣れてきた場合には、数式を直接入力する方
法を使った方がよいでしょう。

ONEPOINT 数式を直接入力するメリット
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SECTION-002 セルに関数を入力する

　Excelには数多くの関数があるため、すべての関数名や書式を覚えておくのは大変
です。そのため、Excelには、関数を効率的に探して書式通りに入力できるように、次の
ような関数入力用の支援機能が用意されています。
s「関数ライブラリ」グループの分類ボタン（Excel2007以降）

　Excel2007/2010では、「数式」タブの「関数ライブラリ」グループに、関数の分類ごとに
ボタンが用意されています。使用したい関数の分類がわかる場合には、ボタンをクリックし
て目的の関数を選択することで、28ページの操作例 3 のダイアログボックスが表示され、
数式を作成することができます。

COLUMN Excelの関数入力用の支援機能

s関数オートコンプリート機能（Excel2007以降）

　「関数オートコンプリート」は、セルに直接、関数を入力し始めると、入力した文字列か
ら予想される関数を一覧で表示する機能です。一覧に表示された関数をクリックすると
内容がポップアップ表示され、ダブルクリックするとセルに入力することができます。引数を
指定する際には、引数の書式がポップアップ表示されます。

分類から関数を選択
することができる
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SECTION-002 セルに関数を入力する

入力した文字から予想される
関数の一覧が表示される

関数の書式がポップ
アップ表示される

sオートSUM

　「オートSUM」は、メニューバーから瞬時に「SUM」関数を実行する機能です。Excel 
2002以降のオートSUMには、「SUM」関数（合計を求める関数）、「AVERAGE」関数

（平均を求める関数）、「COUNT」関数（データ数を数える関数）など、5つの関数が登
録されており、セル範囲を自動的に認識して目的の計算を瞬時に実行することができます

（60ページ参照）。

選択した関数で瞬時に
計算を実行できる

s関数のヒント（Excel2002/2003では関数のポップヒント）（Excel2002以降）

　「関数のヒント」（関数のポップヒント）は、指定した関数の書式がポップアップ表示され
る機能です。セルに「=関数名」と「（」を入力したタイミングで表示されます。表示されたヒ
ントの関数名をクリックすると関数のヘルプが表示され、引数名をクリックすると数式内の
対応する引数が選択されます。
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目的の関数を探し出す

SECTION-003 VER. 2002 2003 2007 20102000

　利用する関数名がわからない場合には、検索機能を利用して探し出すことができます。こ
こでは、順位を求める関数を検索する方法を解説します。
※Excel2000での操作については、COLUMNを参照してください。

「関数の挿入」ダイアログボックスの表示1

検索の実行2

数式を入力する
セルをクリック1

探したい関数の
内容を入力する1

ク
リ
ッ
ク

2

（関数の挿入）をクリック2
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SECTION-003 目的の関数を探し出す

関数の選択3

ここでは、Excel2010で操作しています。Excelのバージョンによっては検索結果が異なることが
あります。なお、この後、「関数の引数」ダイアログボックスが表示されるので、引数を指定して数式
を作成します。

H I N T

ク
リ
ッ
ク

1

クリック2

　操作例のように関数名を検索すると、複数の検索結果が表示されることがあります。
そのような場合には、関数名をクリックすると枠の下に関数の説明が表示されるので、
内容を確認して目的の関数を選択するとよいでしょう。

ONEPOINT 複数の関数が検索された場合は関数の説明を確認する

　Excel2000で関数を検索するには、次のように操作します。
1  数式を入力するセルをクリックし、ツールバーの （関数貼り付け）をクリックします。

2  「関数の貼り付け」ダイアログボックスの左下に表示されている をクリックします。

3  Officeアシスタントの「この機能についてのヘルプ」をクリックします。

4  Officeアシスタントの検索欄にキーワード（ここでは「順位」）を入力し、［検索（S）］をク

リックします。

5  「関数の貼り付け」ダイアログボックスの［関数名（N）］に表示された関数一覧から、目的

の関数を選択し、 ボタンをクリックします。

COLUMN Excel2000で関数を検索する方法
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SECTION-004 VER. 2002 2003 2007 20102000

　関数名はわかっていても、書式や利用方法がわからない場合には「ヘルプ」機能を利用し
ます。ここでは、「AVERAGE」関数のヘルプを表示する方法を説明します。
※ Excelのバージョンによっては、ヘルプ表示の見た目や内容が異なります。なお、Excel2000での操作について

は、COLUMNを参照してください。

「関数の挿入」ダイアログボックスの表示1

関数のヘルプの表示2

クリック3

ク
リ
ッ
ク

2

関数の分類を
選択する1

（関数の挿入）をクリック1
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SECTION-004 関数の使い方を調べる

結果の確認

関数のヘルプが
表示された

　Excel2000で関数のヘルプを表示するには、次のように操作します。
1  数式を入力するセルをクリックし、ツールバーの （関数貼り付け）をクリックします。

2  「関数の貼り付け」ダイアログボックスの左下に表示されている をクリックします。

3  Officeアシスタントの「この機能についてのヘルプ」をクリックします。

4  Officeアシスタントの「選択した関数のヘルプ」をクリックします。

COLUMN Excel2000で関数のヘルプを表示する方法
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SECTION-004 関数の使い方を調べる

　Excelのヘルプ機能には、一覧から各関数の内容を確認できる「関数リファレンス」が
用意されています。「関数リファレンス」を開くには、Excelの各バージョンによって、次の
ように操作します。なお、Excel2007/2010の場合、下記の操作を行うには、インターネッ
トに接続している必要があります。
sExcel2007/2010での操作

1  Excelの画面右上の （ヘルプ）をクリックします。

2  「関数参照」をクリックします。

sExcel2003での操作

1  ［ヘルプ（H）］→［Microsoft Excelヘルプ（H）］を選択します。

2  「目次」をクリックします。

3  「データを処理する」→「関数リファレンス」をクリックします。

sExcel2002での操作（Officeアシスタントを使用している場合）

1  Officeアシスタントをクリックし、検索欄に「機能別ワークシート関数一覧」と入力して［検

索（S）］をクリックします。

sExcel2002での操作（Officeアシスタントを使用していない場合）

1  ［ヘルプ（H）］→［Microsoft Excelヘルプ（H）］を選択します。

2  「目次」タブをクリックします（「目次」タブが表示されていない場合は「Microsoft Excel

ヘルプ」ウィンドウの （表示）をクリックする）。

3  「MicroSoft Excelのヘルプ」をダブルクリックし、「関数リファレンス」をダブルクリックし

て「機能別ワークシート関数一覧」をダブルクリックします。

sExcel2000での操作

1  Officeアシスタントを使用しないように設定します。

2  ［ヘルプ（H）］→［MicroSoft Excelヘルプ（H）］を選択します。

3  「目次」タブをクリックします（「目次」タブが表示されていない場合は「Microsoft Excel

ヘルプ」ウィンドウの （表示）をクリックする）。

4  「数式を作成したりブックを分析する」をダブルクリックし、「ワークシート関数リファレン

ス」をダブルクリックします。

COLUMN 関数リファレンスを参照するには
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　セル番地とは、指定したセルの列番号と行番号を組み合わせて表示した、セルの位置を
表す番号です。たとえば、列番号Bの行番号3にあるセルは、セル番地が「B3」になります。

セル番地の仕組み

行番号

列番号

セル番地は「B3」
（B列の3行目のセルを表す）

　Excelでは、セル内の数値をもとに計算を行う場合には、セル番地を指定して数式を入力
します。たとえば、数値を集計する「SUM」関数でセルB3からセルB8に入力されている数値
の和を求めるには、セルB9に次のように数式を入力します。

セルの参照

セルB9に「=SUM（B3：B8）」
と入力する
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SECTION-005 セル参照について

　セル参照には、「相対参照」「絶対参照」「複合参照」の3種類があり、それぞれセル番地
の指定方法が次のように異なります。

セル参照の種類

　参照先が数式に連動して変化する参照方法です。参照先のセル番地をそのまま指定しま
す。数式をコピーすると、コピー先のセル位置に応じて参照先セルが自動的に変化します。

相対参照s

　参照するセル番地を常に固定する参照方法です。「$B$5」のように列番号と行番号の前
に「$」を付けることで絶対参照になります。数式をコピーした場合、どの数式も同一のセルを
参照します。

絶対参照s

　相対参照と絶対参照の特徴を融合した参照方法です。セル番地の列または行のどちらか
一方に「$」を付けることで複合参照になります。たとえば、「C$4」という複合参照では、数式
をコピーすると常に4行目を固定して参照するものの、列はコピー先のセル位置に応じて自動
的に変化します。

複合参照s

　絶対参照や複合参照でセルを指定する場合には、直接、入力する他に、セルまたはセ
ル範囲を選択状態にし、 キーを押すことで、「C4→$C$4→C$4→$C4→C4→……」の
ように切り替えることができます。

COLUMN セル参照の種類を切り替える方法
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数式を修正する

SECTION-006 VER. 2002 2003 2007 20102000

　数式を入力した後から修正を行うには、数式を編集できる状態にする必要があります。数
式を編集状態にするには、セルをダブルクリックするか、 キーを押します。

関数の数式を直接、修正する

セルの編集1

修正するセルをダブル
クリックする1

数式の修正2

数式を修正して、
キーを押す1

セルを選択して キーを押すことでも、数式を編集状態にすることができます。
H I N T
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SECTION-006 数式を修正する

結果の確認

数式が修正された

　数式を入力した後からでも、「関数の引数」ダイアログボックスを再表示して編集・修正を行
うことができます。この方法は、数式を見ただけでは修正箇所がわかりにくい場合に利用する
と便利です。

「関数の引数」ダイアログボックスを利用する

「関数の引数」ダイアログボックスの表示1

修正するセルを
クリックする1

（関数の挿入）をクリック2

Excel2000では、操作 2 で数式バーの （数式の編集）またはツールバーの （関数貼り付け）
をクリックします。

H I N T
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SECTION-006 数式を修正する

引数の修正2

ク
リ
ッ
ク

2

内容を修正する1

結果の確認

数式が修正された

　関数で指定したセル範囲を修正する場合には、カラーリファレンスを利用すると便利
です。たとえば、カラーリファレンスを利用して数式に指定したセル範囲を変更するには、
次のように操作します。
1  修正するセルをダブルクリックします。

2  カラーリファレンスの四隅でカーソルが などの斜めの両矢印に変わったタイミングでド

ラッグし、セル範囲を変更します（Excel2000の場合は右下のみで に変わったタイミ

ングでドラッグする）。

3  キーを押します。

COLUMN セル範囲を変更するには

ドラッグしてセル範囲を
変更する
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連続するセルに一括で数式をコピーする

SECTION-007 VER. 2002 2003 2007 20102000

　ここでは、連続するセルに一括で数式をコピーする方法について説明します。

セルの選択1

数式のコピー2

数式が入力された
セルを選択する1

ここまでドラッグし、
左ボタンを離す2

フィルハンドル（■）にマウスポインタを
重ねて、マウスポインタが に変わった
タイミングで左ボタンを押す

1

結果の確認

対応するセル番地が指定されて
数式がコピーされた
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SECTION-007 連続するセルに一括で数式をコピーする

　連続するセルに数式をコピーする場合には、「オートフィル」機能を利用します。オート
フィルはもとになるセルのフィルハンドル（■）をドラッグして、上下左右の隣り合ったセルに
セル参照を連動させつつ、一括で数式を複製することができます。

ONEPOINT 連続するセルに数式をコピーするには「オートフィル」機能を利用する

　色や模様が設定されているセルの数式をオートフィル機能でコピーすると、セルの書式
（色や模様）も別のセルに複製されてしまいます。このような場合には、 （オートフィルオ
プション）などを利用すると、数式だけをコピーできます。たとえば、色付きのセルE4とE6
にセルE3の数式だけをコピーするには、次のように操作します。
sExcel2002/2003/2007/2010での操作

1  数式を作成したセルをクリックして選択します。

2  フィルハンドル（■）をドラッグして数式をコピーします。

3  （オートフィルオプション）をクリックし、［書式なしコピー（フィル）（O）］を選択します。

COLUMN 書式設定されたセルの数式だけをコピーするには

［書式なしコピー（フィル）（O）］
を選択する

sExcel2000での操作

1  数式を作成したセルを右クリックし、表示されるショートカットメニューから［コピー（C）］を

選択します。

2  数式を複製するセルをドラッグして選択し、右クリックして表示されるショートカットメ

ニューから［形式を選択して貼り付け（S）］を選択します。

3  ［数式（F）］をONにして ボタンをクリックします。
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数式の計算結果だけをコピーする

SECTION-008 VER. 2002 2003 2007 20102000

　Excelでは、コピーする内容を選択してセルに貼り付けることができます。ここでは、数式で
求めた値だけを別のセルにコピーする方法を説明します。

　Excel2010では、次のように操作します。
Excel2010での操作

コピーもとのセルの選択1

ドラッグして
選択する1

［コピー（C）］コマンドの実行2

ク
リ
ッ
ク

2

右クリック1
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SECTION-008 数式の計算結果だけをコピーする

貼り付けのオプションの選択3

ク
リ
ッ
ク

2

右クリック1

計算結果だけをコピーする場合には、貼り付けのオプションから （値（V））を選択します。
H I N T

結果の確認

数式の計算結果の値だけが
コピーされた
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SECTION-008 数式の計算結果だけをコピーする

　Excel2007/2003/2002/2000では、次のように操作します。
Excel2007/2003/2002/2000での操作

コピーもとのセルの選択1

ドラッグして
選択する1

［コピー（C）］コマンドの実行2

ク
リ
ッ
ク

2

右クリック1
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SECTION-008 数式の計算結果だけをコピーする

［形式を選択して貼り付け（S）］コマンドの実行3

ク
リ
ッ
ク

2

右クリック1

貼り付けの実行4

クリック2

コピーもとのセルが通貨書式などに設定されている場合に、書式も同時に貼り付けたい場合には、
［値と数値の書式（U）］をONにします。

H I N T

Ｏ
Ｎ
に
す
る

1
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SECTION-008 数式の計算結果だけをコピーする

結果の確認

数式の計算結果の値だけが
コピーされた

　「形式を選択して貼り付け」とは、コピーしたデータの特定の情報だけを貼り付けるこ
とができる機能です。通常、数式をコピーした場合に、貼り付けを実行すると数式自体
もコピーされますが、「形式を選択して貼り付け」で［値（V）］を選択することで、計算結
果だけを貼り付けることができます。
　なお、Excel2002/2003/2007では、コピーしたデータを［貼り付け（P）］コマンドで貼り
付けた後に表示される （貼り付けのオプション）で貼り付ける要素を選択することもでき
ます。

ONEPOINT 数式の結果の値のみを貼り付けるには「形式を選択して貼り付け」を使う

「貼り付けのオプション」でも計
算結果のみを貼り付けられる
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エラー値について

SECTION-009 VER. 2002 2003 2007 20102000

　エラー値とは、セルに入力した関数や数式に誤りがあると表示される値です。関数名が
間違っていたり、識別できない引数が指定されていると表示されます。エラー値は、エラーの
内容によって異なるため、数式のどこが間違っているのか、原因を特定することができます。
Excelで表示されるエラー値には、次の種類があります。

エラー値とは

　なお、エラー値以外にセルに「####」が表示されることがあります。これは、セル幅よりも長
い数値が入力されている場合や、結果が負の値になる日付・時刻が入力されている場合に
返される記号です。「####」が表示された場合には、セルの幅を広げるか、または、セルの
書式設定を日付・時刻以外に変更することで数値が表示されるようになります。

エラー値 エラー値が表示される原因

#VALUE! 関数で計算できない引数が指定されている場合や、指定する範囲が間
違っている場合

#DIV/0! 割り算の数式に何も入力されていないセルや0が指定されている場合
#NAME? 関数名が間違っている場合や認識できない文字列が使われた場合
#N/A 関数や数式に使用できる値がない場合
#REF! 数式で参照するセルが削除されているときなど、セル参照が無効な場合
#NUM 引数として数値を指定する関数に別の値が使われている場合
#NULL! 指定した2つのセル範囲に共通部分がない場合

　Excel2002/2003/2007/2010では、 （エラーチェックオプションボタン）を使うと、表
示されたエラーの原因と修正方法を調べることができます。たとえば、エラー値
「#NAME?」が表示された原因と、その修正方法を調べるには、次のように操作します。
sエラーの原因を調べる

1  エラーが表示されたセルをクリックします。

2  （エラーチェックオプションボタン）の上にマウスポインタを移動します。この操作で、

エラーの原因がポップアップで表示されます。

COLUMN エラーの原因と修正方法を確認するには

（エラーチェックオプション）にマウスポインタ
を重ねると、エラーが表示される



50

0
1

0
2

0
2

0
3

0
4

0
5

0
6

0
7

0
8

0
9

1
0

Excel

関
数
の
基
礎
知
識

C
H

A
P

T
E
R

0
1

50

SECTION-009 エラー値について

sエラーの修正方法を調べる

1  エラーが表示されたセルをクリックします。

2  （エラーチェックオプションボタン）をクリックし、［このエラーに関するヘルプ（H）］を選

択します。

　なお、Excelのバージョンによって、エラー修正方法の表示内容が異なる場合があり
ます。

　Excel2002/2003/2007/2010では、 （エラーチェックオプションボタン）を使うと、エ
ラーが表示された数式を検証することができます。たとえば、エラー値「#NAME?」が
表示された数式のどこが間違っているのかを分析するには、次のように操作します。
1  エラー値が表示されたセルをクリックします。

2  （エラーチェックオプションボタン）をクリックし、表示されたメニューから［計算の過程

を表示（C）］を選択します。

3  ボタンをクリックし、入力した数式を分析します。

COLUMN エラーの原因を分析するには

クリックする

検証されたエラーの原因に
下線が表示され、関数名が
間違っていることが判明した
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アドイン関数を利用できるようにする

SECTION-010 VER. 2002 2003 2007 20102000

　アドイン関数とは、「分析ツール」アドインを登録することによって利用できるようになる関数で
す。Excel2000/2002/2003の初期設定では、「分析ツール」アドインが登録されていないた
め、アドイン関数を利用することはできません。ここでは、アドイン関数を利用できるように設定
する方法を説明します。
※Excel2007/2010では、この操作は必要ありません。

［アドイン（Ｉ）］コマンドの実行1
クリック1

ク
リ
ッ
ク

2

「分析ツール」の登録2

ク
リ
ッ
ク

2

Ｏ
Ｎ
に
す
る

1
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SECTION-010 アドイン関数を利用できるようにする

　Excel2000/2002/2003で操作例のように「分析ツール」アドインを登録すると、次の関
数が利用できるようになります。なお、アドイン関数を使ったワークシートを他のパソコンま
たは他のユーザーと共有する場合には、使用先のパソコンにもアドイン関数を登録して
おく必要があります（登録していないとエラー値「#NAME?」が返される）。

ONEPOINT 「分析ツール」を登録することで利用できるようになる関数

ACCRINT / DEC2BIN / HEX2OCT / ISEVEN / SERIESSUM / 
ACCRINTM / DEC2HEX / IMABS / ISODD / SQRTPI / BESSELI / 
DEC2OCT / IMAGINARY / LCM / BILLEQ / BESSELJ / DELTA / 
IMARGUMENT / MDURATION / TBILLPRICE / BESSELK / 
DISC / IMCONJUGATE / MROUND / TBILLYIELD / BESSELY / 
DOLLARDE / IMCOS / MULTINOMIAL / WEEKNUM / BIN2DEC / 
DOLLARFR / IMDIV / NETWORKDAYS / WORKDAY / BIN2HEX / 
DURATION / IMEXP / NOMINAL / XIRR / BIN2OCT / EDATE / 
IMLN / OCT2BIN / XNPV / COMPLEX / EFFECT / IMLOG10 / 
OCT2DEC / YEARFRAC / CONVERT / EOMONTH / IMLOG2 / 
OCT2HEX / YIELD / COUPDAYBS / ERF / IMPOWER / 
ODDFPRICE / YIELDDISC / COUPDAYS / ERFC / IMPRODUCT / 
ODDFYIELD / YIELDMAT / COUPDAYSNC / FACTDOUBLE / 
IMREAL / ODDLPRICE / COUPNCD / FVSCHEDULE / IMSIN / 
ODDLYIELD / COUPNUM / GCD / IMSQRT / PRICE / COUPPCD / 
GESTEP / IMSUB / PRICEDISC / CUMIPMT / HEX2BIN / 
IMSUM / PRICEMAT / CUMPRINC / HEX2DEC / INTRATE / 
RECEIVED

インストールの実行3

このメッセージは、初回のみ、表示されます。なお、ExcelのバージョンやExcelのセットアップ方法
によっては、OfficeやExcelのCD-ROMが必要になることがあります。

H I N T

クリック1
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配列数式・配列定数について

SECTION-011 VER. 2002 2003 2007 20102000

　配列数式とは、複数のセルのデータを1つのかたまりとして計算を行う方法です。通常の数
式では、1つのセルに対して1つの値を返しますが、配列数式を利用すると複数のセルに対し
て複数の値を同時に返すことができます。

配列数式とは

セルの選択1

数式の入力2

計算結果を求めるすべて
のセルを選択する1

数式を入力して + + キー
を押す1

ここでは、「=B3：B9＊C3：C9」という数式を入力しています。
H I N T
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SECTION-011 配列数式・配列定数について

結果の確認

複数セルの計算結果が
求められた

　操作例では、それぞれの列のB列の時給とC列の勤務時間をそれぞれ掛け合わせ、
時給が異なる支払金額を一括で求めています。このように配列数式を利用する場合に
は、同じ行数の配列を引数に指定する必要があります。また、数式を確定する場合には、

+ + キーを押して確定します。配列数式を利用した数式は、次のように「｛｝」
で囲まれて表示されます。

ONEPOINT 配列数式を入力するには + + キーで確定する

｛=B3：B9＊C3：C9｝

　配列定数とは、数式の中に配列データを組み込んで計算を行う方法です。複数のデータを
まとめて引数に指定できるので、1つの数式で異なる計算結果を一括で求めることができます。

配列定数とは

セルの選択1

計算結果を求めるすべて
のセルを選択する1


